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布袋駅周辺の市営無料駐輪場を、市が来年2月末ですべて廃止しよ

うとしている問題で、日本共産党市議団は、駐輪場利用者に3日間に

わたりビラを配布し緊急ネットアンケートを実施しました。これまで

に10代の若者を中心に、すべての年代、主に週5日以上の利用者か

ら、80通を超える回答がありました。 

ほとんどの利用者が全廃計画を全く知らないことが分りました。驚

きの声とともに、知らせずに進める「暴挙」に怒りの声があがりまし

た。回答者の87％が、全廃に反対。民間も市営無料も残し共存すべ

きとの回答が圧倒的でした。 

市は反響の大きさを受け止め、市民参加条例に基づく手続きも踏ん

でいない12月議会への議案の提案を撤回し、立ち止まるべきです。 

 

 

 

 掛布まち子議員は所属委員会で、群馬県富岡市の乗合タクシー「愛

タク」を視察研修しました。（右写真） 

「愛タク」は、MONET（ソフトバンクとトヨタ自動車の共同出資）

のシステムを使った予約制のＡＩ乗合オンデマンド交通。市民誰でも

一乗車100円。市内全域の停留所間を最適ルートを選び運行してい

ます。停留所は公共施設や駅、スーパー、医療機関、地区公会堂など

市内に453か所も。車両は7人乗りミニバン6台で、毎日午前8時

から午後5時まで運行しています。運行事業者は、市内タクシー会社

2社が3台ずつ受け持ち、予約は電話、アプリ、ラインを使う3方法。

利用希望日の5日前から当日20分前まで予約が可能です。 

維持管理経費は、初期投資以外に年間7200万円ほどでした。財源

として、経費の8割が特別交付税で措置されていることを、市は明確

に説明していました。 

安価で便利で大好評の愛タクは、定時定路線運行だった以前の乗合

タクシーに比べて、利用者が1.8倍にも増え予約が取りづら

いほどに。稼働車両を増やしたくても、タクシー会社の一

般タクシー営業を圧迫するためできないとのこと。すでに供

給は限界で、増える需要への対応に苦慮中でした。 

AIデマンドシステムを導入しさえすれば良しとはいかず、

失敗例も数多いとのことです。導入後のきめ細やかなフォロ

ー体制や、導入前の競合する既存交通事業者との十分な調整

が必要なことも良くわかりました。 

新たな公共交通の導入へ、目新しいシステムに飛びつくの

ではなく、本当にその地域にぴったりあったものを、住民、

事業者、行政で慎重に、しかし大急ぎで進めなければなりま

せん。 

 みわ陽子議員は、所属委員会の行政視察で、学童保育待機ゼロを

実現している千葉県鎌ケ谷市で研修しました。鎌ケ谷市は、2019

年までは直営の学童保育クラブがありましたが、その後すべて民間

委託に。小学校９校に対し17の学童保育クラブがあり、一つ一つ

のクラブの在籍児童数は35人～66人程度と比較的小規模でした。 

特筆すべきは市の指導員の配置基準です。 

一つのクラブに必ず常勤（８時間勤務）指導員が１名いて、児童

数21人～45人まではプラス非常勤２名、46人以上ではプラス

非常勤３名の体制を取り、非常に手厚く、それらを統括する職員ま

でいて、全体の連絡調整を担っていました。 

 鎌ケ谷市の財政規模は江南市の1.2倍ほどですが、学

童保育事業に約２億4000万円（江南市は学童保育と

フジッ子教室を合わせ約１億3000万円）の予算とな

っていて、江南市とは予算のかけ方が違いました。 

学童保育料の額が月8000円と高額なのは気がかり

ですが、江南市も学童保育にかける市予算を大幅に増や

し、指導員を常勤で配置するところから改善に着手する

べきです。 

 

主な声 
● 長年利用している人に説明も無しに早急に事をすすめ

るのはどうかと思います。議員の方々は利用している

人の話をしっかり聞いて考察するべきだと思います。 

● 学生なので、すごく困る。バイトも禁止で金銭的にも

圧迫。平日無料、土日有料など学生に対応して欲しい

です。 

● 市営駐輪場を無くすような市に税金を払いたくないと

考える若者が増えるのではないか、ますます定住者が

減るのではないか、放置自転車が増え結局税金を投入

するのではないか、危惧しています。 

● 廃止はやめてほしい、心が痛い。 
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